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１）共同研究の目的 

本研究では、アンモニア性窒素（NH4-N）濃度計を活用した新たな曝気風量制御技術とリモート診断

技術により、処理水質の安定化と曝気による消費エネルギーの低減を両立する｢効率的水処理運転管理

技術｣の確立を目的とした。なお、本研究は平成 26～27 年度に国土交通省の B-DASH プロジェクトとし

て実施され、引き続き平成 28～令和 2 年度に自主研究として実施したものである。B-DASH における成

果は、同技術の｢導入ガイドライン(案)｣として公表されているため、本稿では自主研究の成果を中心に

紹介する。 

２）共同研究の概要 

技術の概要を図－１に示す。本技術は、曝

気風量制御（NH4-N/DO 制御）技術と、これ

を遠隔から支援するリモート診断技術（制御

性能改善技術、多変量統計的プロセス監視

（MSPC）技術）の 3 つの要素技術からなる。

B-DASH に引き続き、福岡県宝満川流域下水

道宝満川浄化センターのⅠ系水処理施設 2 池

（処理能力：5,400 ㎥/日）を実験フィールド

とし、B-DASH において見出された検討課題（長期運転による導入効果の評価、システム全体の性能・

維持管理性向上に係る検討等）について自主研究を行った。 

３）共同研究の成果 

本研究の検討課題について得られた主たる成果は以下のとおりである。 

・ NH4-N/DO 制御において NH4-N 計測値と DO 目標値を対応付ける｢制御目標曲線｣を、流入負荷の時

間変動に応じて自動修正する機能を追加して長期連続運転を行った。その結果、硝化の悪化を抑制

しつつ曝気風量を削減する運転を行うことが出来た。  

・ 令和元年 10 月～令和 3 年 3 月の期間、維持管理者主導で本技術を活用した運転管理を行った。制

御性能改善技術による NH4-N/DO 制御の制御パラメータの良否の診断、MSPC 技術によるセンサー

異常や硝化・脱窒などの水処理プロセスで生じる異常兆候の検出により、維持管理者がリアルタイ

ムの情報を得られることで、客観的な判断に基づく運転管理が可能となることが確認された。 
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図－１ 効率的水処理運転管理技術の概要 


